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中期経営計画の目標見直しに関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、最近の業績動向を踏まえ、2023 年５月 12 日に

公表しました中期経営計画(2023-2025)【BX 2025】の最終年度となる 2026 年３月期の定

量目標の一部を下記の通り見直すことを決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．見直しの内容 

2026年３月期 業績目標 修正前 修正後 

① 連結売上高 1,950億円 2,100億円 

② 連結営業利益 205億円 190億円 

③ 連結当期純利益 145億円 130億円 

④ ROE 14.0％ 11.5％ 

⑤ ROIC 14.0％ 14.0％ 

⑥ CCC 65日 70日 

 

２．見直しの理由 

当社は、2030 年に目指す姿を「スペースクリエーション企業」と定め、不透明かつ急激

な変化が続く環境下、持続的かつ長期的な企業価値の向上を実現するために、2026 年３月

期をターゲットとする中期経営計画（2023-2025）【BX 2025】に基づく成長戦略の実行を進

めてまいりました。 

この２カ年の進捗において、国内インテリアセグメントでは、新設住宅着工戸数の低迷

をはじめとする厳しい市場環境に加え、業界全体における労務費・物流コストの上昇や原

材料価格の高止まり等が継続する中で、さまざまな機能強化策や営業戦略等を通じて、収

益とシェアの拡大を実現しました。一方、足元では 2024 年 12 月下旬に発生した当社仕入

先における工場火災が一部床材の供給に影響を与えており、これが業績に与える影響は不

透明な状況です。また、国内エクステリアセグメントおよび海外セグメントにおいては、

成長に向けた拠点整備や人材拡充等さまざまな施策を打ちながらも、収益基盤の構築は依

然として不十分であり、中期経営計画策定時の収益には結びついておりません。 

このような状況を踏まえ、本中期経営計画の最終年度である 2026 年３月期の業績目標の

見直しを行うこととしました。 

 

 



 

なお、その他の本中期経営計画に掲げる目標（社会価値における定量目標等）に変更は

ございません。 

 

 

※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しており、不確実

な要素が含まれ変動する可能性を有しております。従いまして、実際の業績は今後さまざ

まな要因によって異なる結果となる可能性があります。 
 
 
 
 
 

以 上 

 

 


